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07	 TOPICS 01　第71回 全国植樹祭 しまね2021 ～木でつなごう 人と森との 縁
えにし

の輪～

08 	 連続テレビ小説「おかえりモネ」からみえる林業の世界
12	 TOPICS 02　第５回「山の日」記念全国大会が開催されます!! 〜九州で初開催！〜 

14	 TOPICS 03　公共建築物等木材利用促進法の改正について ～公共建築物だけでなく、民間建築物を含む建築物一般でウッド・チェンジ！～

16	 日本の林業遺産を知ろう！㉗　平
へいぞうざわ

蔵沢ヒバ人工林施業展示林 

18	 TOPICS 04　一般社団法人 日本森林学会  2020年度の「林業遺産」に４件が選定されました

19	 みどりの女神が行く！

webアンケートにご協力をお願いします！
https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202107.html

詳細については「日本美しの森 お薦め国有林」のウェブサイト
（http://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/kokumin_mori/
katuyo/reku/rekumori/）をご覧ください。

夏の白扇の滝

緑のふるさと森林公園

北海道固有種のエゾタヌキ

えにわ湖自然の森自然観察教育林（北海道恵
えにわ
庭市）

【概要】
　えにわ湖自然の森自然観察教育林は、札幌市の南東に位置する恵庭市街から道道 117号を支

しこ つ
笏

湖
こ
方面に約 15km進んだところにあります。かつて、戦後復興のため一部の区域で木材生産が行

われていましたが、現在ではさまざまな樹種からなる自然豊かな森で覆われているほか、区域内を
流れる漁

いざりがわ
川（ラルマナイ川の支流）がつくりだした恵庭渓谷では三つの滝がそれぞれに見応えのあ

る姿を見せるなど優れた景勝地となっており、恵庭市より「ラルマナイ自然公園」に指定され、散
策路や展望台などが整備されています。

【見どころ】
　恵庭渓谷の三つの滝はそれぞれに個性的で、優雅に白い扇を広げたような「白

はく
扇
せん
の滝」、大木の間

の岩盤を雄々しく流れ落ちる「ラルマナイの滝」、源義経の黄金伝説の伝わる幽玄な「三段の滝」が
あり、四季折々の風景に映えるその様相は見る者を魅了します。特に紅葉期はその絶景を一目見よう
と多くの人が訪れ、たいへん賑わいます。えにわ湖周辺には、春には花見、秋には紅葉を楽しめる「え
にわ湖自由広場・桜公園」や、動植物の観察や森林環境教育の場として利用できる「緑のふるさと森
林公園」が整備されています。そこにはミズナラやイタヤカエデなど北海道らしい樹種で構成された
森林が広がり、北海道固有種であるエゾリスやエゾタヌキ、野鳥ではハシブトガラ、シマエナガなど
多様な生物が生息しています。観光だけではなく豊かな自然を体感できる場として多くの方々に親
しまれています。

※参考URL（恵庭市ウェブサイト）
恵庭渓谷
https://www.city.eniwa.hokkaido.jp/kurashi/shiseijoho/hanatokanko/kankosupotto/3560.html

緑のふるさと森林公園
https://www.city.eniwa.hokkaido.jp/kurashi/shiseijoho/hanatokanko/kankosupotto/3558.html

【アクセス】
〈車の場合〉　
緑のふるさと森林公園まで
　新千歳空港より、道央自動車道、道道117号使用で約30㎞（約30分）
　札幌市中心部より、道央自動車道、道道117号使用で約50㎞（約50分）
ラルマナイの滝駐車場、白扇の滝駐車場まで
　緑のふるさと森林公園から約5㎞（車で5分）

 【 表紙の写真 】
伝統芸能伝承館「森舞台」

（宮城県登米市、隈研吾氏設計、1997年竣工）
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前
回
の
基
本
計
画
で
は
、
我
が
国
の
人
工
林
資
源
が
成

熟
し
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
た
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、

林
業
・
木
材
産
業
の
「
成
長
産
業
化
」
を
掲
げ
、
施
策
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
産
材
の
供
給
量
が

増
大
し
、
林
業
産
出
額
や
林
業
従
事
者
の
給
与
が
増
加

す
る
な
ど
、明
る
い
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。
一
方
、

林
業
や
木
材
産
業
の
競
争
力
強
化
な
ど
の
取
組
は
未
だ

途
上
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
主
伐
後
の
再
造
林
が

十
分
に
進
ん
で
い
な
い
こ
と
や
、
豪
雨
な
ど
の
増
加
に

よ
る
山
地
災
害
の
発
生
、
林
業
を
支
え
る
林
業
従
事
者
の

減
少
、
山
村
地
域
の
過
疎
化
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
た
森
林
吸
収
量
の
確
保
・
強
化
や
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
よ
る
不
透
明
な
木
材
需
給

へ
の
対
応
な
ど
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
取
組
を

強
化
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
新
た
な
基
本
計
画
で
は
、

林
業
・
木
材
産
業
が
持
つ
持
続
性
を
高
め
な
が
ら
成
長

発
展
し
、
人
々
が
森
林
の
多
面
的
機
能
に
よ
る
恩
恵
を

享
受
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
社
会
経
済
生
活
の
向
上
等

に
貢
献
す
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
森
林
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
根
幹
を
支
え
る
存
在
で

す
。
林
野
庁
で
は
、
森
林
に
関
わ
る
産
業
の
「
持
続
性
」

と
「
成
長
」
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
未

来
へ
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

森
林・林
業・木
材
産
業
に
よ
る

「
グ
リ
ー
ン
成
長
」

3 2021.7 No.172   林野

　森林・林業基本計画は、森林・林業・木材産業に関する政策の基本的な方針を定めるもの
で、おおむね５年ごとに変更しています。今回の変更に向けては、令和２年10月から林政
審議会で議論を重ね、６月15日に新たな基本計画が閣議決定されました。
　新たな基本計画が示す、これからの森林・林業・木材産業が目指す方向や取り組むべき
施策について紹介します！

「持続性」と「成長」 
両立の時代へ
新たな森林・林業基本計画が決定！

写真：御岳山と三浦貯水池
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新
た
な
基
本
計
画
で
は
「
持
続
性
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
環
境
・
経
済
・
社
会
の
諸
課
題
に
統
合
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
ず
、
林
業
や
木
材
産
業
の
基
盤
と
な
る
「
森

林
資
源
の
持
続
性
」
の
確
保
の
た
め
に
は
、
主
伐

後
の
再
造
林
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
が
、

立
木
販
売
収
入
か
ら
再
造
林
費
用
を
賄
え
る
状
況

で
は
な
く
、
再
造
林
が
十
分
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、「
林
業
経
営
の
持
続
性
」
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
が
進
む
中
、
労
働
力
を
ど
の
よ
う
に
確

保
・
育
成
し
て
い
く
か
、
ま
た
、
安
定
的
に
収
益

が
確
保
で
き
る
よ
う
、
林
業
経
営
体
の
経
営
基
盤

と
経
営
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

　
さ
ら
に
、「
木
材
産
業
の
持
続
性
」
に
つ
い
て
は
、

外
国
産
材
や
他
資
材
に
対
抗
し
得
る
品
質
・
性
能

の
確
か
な
製
品
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
製

品
の
供
給
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
中
で
の
新
た
な
需
要
の
獲
得
が
課
題
で
す
。

　
加
え
て
、
森
林
の
約
６
割
が
賦
存
し
、
林
業
に

携
わ
る
方
々
が
居
住
す
る
「
山
村
地
域
」
に
つ
い

て
も
、
生
活
が
持
続
的
に
成
り
立
つ
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
新
た
な
基
本
計
画
で
は
、
こ
う
し
た
課
題
を
解

決
し
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を
真
に
持
続
的

な
姿
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
施
策

を
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。

森林資源の
適正な管理と利用

　新技術を取り入れ、伐採から再造林・保育に至る収支
のプラス転換を可能とする「新しい林業」を展開します。
また、林業従事者の所得と労働安全の向上を図りつつ、
「長期にわたる持続的な経営」を実現できる林業経営体
を育成します。

　森林資源の循環利用を進めつつ、多様で健全な姿へ誘
導するため、再造林や複層林化、天然生林の保全管理を
推進します。また、国土強靱化に向けた取組を加速させ
るほか、間伐・再造林を通じて、森林吸収量の確保・強
化も図ります。

「新しい林業」に
向けた取組の展開

主な施策
・	エリートツリーの活用による低コスト造林・収穫期
間の短縮

・	自動操作機械による林業作業の省力化・軽労化
・	施業集約化と長期施業受委託による長期的な事業確
保、事業連携等による経営基盤や経営力の強化

・	路網と高性能林業機械を組み合わせた作業システム
の導入、ICTを活用した生産流通管理の効率化

・	緑の雇用事業等による人材の確保・育成
・	林業従事者の労働環境の改善に向けた能力評価の導
入や労働安全対策の強化

グ
リ
ー
ン
成
長
に
向
け
た
施
策

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

主な施策
・	森林計画制度の下での適正な伐採・更新の確保
・	生物多様性の保全等に配慮した森林施業の推進
・	国土強靱化に向けた森林整備・治山対策の加速化
・	間伐等特措法の枠組みを活用した間伐・再造林の推進
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　外国産材等に対抗できる国産材製品の供給体制を整備
し、国際競争力を向上します。また、中小地場工場等は、
地域における多様なニーズに応える多品目の製品を供給
できるようにし、地場競争力を向上します。

都市等における
「第２の森林」づくり

新たな
山村価値の創造

木材産業の
競争力の強化

　中高層建築物や非住宅分野等での新たな木材需要の獲
得を目指します。木材を利用することで、都市に炭素を
貯蔵し温暖化防止に寄与します。また、付加価値の高い
木材製品の輸出の促進や、木質バイオマスの利用に取り
組みます。

　山村地域において、地域資源を活かした産業の振興に
加え、森林サービス産業の育成、関係人口の拡大を目指
します。また、集落維持の下支えとして、農林地の管理・
利用などの協働活動を促進します。

主な施策
・	地域住民の所得確保に向けた農林複合的な仕事やき
のこなど地域資源の活用の促進

・	里山管理等の協働活動を通じた集落の維持活性化
・	関係人口の拡大に向けた森林サービス産業の推進

主な施策
・	JAS・KD材、集成材等の低コスト供給体制の整備、
工場間連携・再編等による規模拡大

・	中小地場工場等における単価の高い地域材製品や、地
域の細かなニーズに対応した製品等の供給体制の整備

・	JAS製品の利用促進に向けた基準の合理化
・	広葉樹家具など生活分野での木材利用

主な施策
・	都市や非住宅分野での木材利用に向けた耐火部材や
CLT等の開発・普及、部材の仕様の標準化

・	輸出先国・地域のニーズや規格基準等に対応した製
材・合板等の輸出

・	未利用材を活用した木質バイオマスの熱電利用

新たな森林・林業基本計画が決定！
「持続性」と「成長」 両立の時代へ
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森
林・林
業
基
本
計
画
で
掲
げ
る

２
つ
の
目
標

森
林・林
業・木
材
産
業

関
係
者
の
皆
さ
ま
へ

　
森
林
・
林
業
基
本
計
画
で
は
、
森
林
・
林
業
基
本
法
に

基
づ
き
、
施
策
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
取
組
の
進
捗
状

況
の
評
価
が
で
き
る
よ
う
、
２
つ
の
目
標
を
設
定
し
て
い

ま
す
。森

林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の

発
揮
に
関
す
る
目
標
（
表
１
‐
１
）

　
森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
て
、
多
様
な
森
林

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
存
在
す
る
「
指
向
す
る
森
林
の
状
態
」

ま
で
誘
導
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
到
達
す
る
過
程
の
５
、

10
、
20
年
後
の
森
林
の
状
態
を
目
標
と
し
て
設
定
し
た
も

の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
現
在
の
育
成
単
層
林
の
う
ち
、
林
業
経

営
に
適
し
た
森
林
は
、
主
伐
後
の
植
栽
を
確
実
に
行
い
育

成
単
層
林
と
し
て
維
持
し
、
林
業
経
営
に
と
っ
て
条
件
が

不
利
な
森
林
は
、
針
広
混
交
林
等
の
育
成
複
層
林
化
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

林
産
物
の
供
給
・
利
用
に
関
す
る
目
標

（
表
２
‐
１
、 

２
‐
２ 

）

　
国
産
材
の
供
給
や
利
用
の
促
進
に
向
け
た
目
標
で
、
新

た
な
基
本
計
画
で
は
、
令
和
元
年
の
木
材
供
給
量
を
、
令

和
12
年
ま
で
に
１・４
倍
ま
で
拡
大
し
て
い
く
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
供
給
さ
れ
る
木
材
に
つ
い
て
は
、
よ
り
価
格

が
高
い
製
材
用
材
や
合
板
用
材
な
ど
の
建
築
用
材
等
へ
の

利
用
を
促
進
し
、山
元
へ
の
還
元
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　
新
た
な
基
本
計
画
の
キ
ー
ワ
ー
ド

で
あ
る「
持
続
性
」の
核
と
な
る
の
が
、

再
造
林
を
通
じ
た
我
が
国
の
森
林
資

源
の
確
保
で
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
単
に
森
林
所
有
者

の
問
題
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
川

上
・
川
中
・
川
下
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
を
構
築
す
る
者
全
体
の
問
題
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
互
利
益
を
拡
大

し
つ
つ
、
再
造
林
に
つ
な
げ
る
と
の

視
点
を
共
有
し
、
努
力
し
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

検索

表1-1	 森林の有する
	 多面的機能の発揮に関する目標

R2年
(現況)

目標とする森林の状態
R7年 R12年 R22年

森林面積（万ha）
育 成 単 層 林 1,010 1,000 990 970
育 成 複 層 林 110 130 150 190
天 然 生 林 1,380 1,370 1,360 1,340
合 計 2,510 2,510 2,510 2,510

森林蓄積（百万㎥） 5,410 5,660 5,860 6,180

注意事項
・	各表：四捨五入のため計が一致しない場合があります。
・	表1-1・1-2：「目標とする森林の状態」や「指向する森林の状態」は、R２年を基準
に算出。R２年の値は、令和２年４月１日の数値です。
・	表2-1・2-2：用途別の利用量は、国産材に係るものです。また、「燃料材」は、ペ
レット、薪、燃料用チップを、「その他」はしいたけ原木、原木輸出等を指します。

表1-2	 指向する森林の状態（参考） （万ha）

育成単層林 育成複層林 天然生林 合　計

660 680 1,170 2,510

表2-1	 木材供給量の目標
R元年実績 R7年 R12年

木材供給量の目標
(百万㎥ ) 31 40 42

表2-2	 用途別の木材需要量の見通しと利用量の目標
（百万㎥）

用途区分
総需要量 利用量

R元年
実績

R7年
見通し

R12年
見通し

R元年
実績

R7年
目標

R12年
目標

建築用材
等 計 38 40 41 18 25 26
建築用材 28 29 30 13 17 19
合板用材 10 11 11 5 7 7
非建築用材
等 計 44 47 47 13 15 16
パルプ・
チップ用材 32 30 29 5 5 5
燃 料 材 10 15 16 7 8 9
そ の 他 2 2 2 2 2 2
合　計 82 87 87 31 40 42

林野庁ホームページにおいて、
森林・林業基本計画の本文や、

林政審議会での検討資料
などをご覧いただけます！

森林・林業基本計画

新たな基本計画の詳細はこちら！

1.4倍

「持続性」と「成長」 両立の時代へ
新たな森林・林業基本計画が決定！



　令和３年５月30日、島根県大
お お だ し

田市三
さん べ

瓶山
さんきた

北の原
はら

で「第71回全国植樹祭」が開催され、天皇皇后両陛下はオンライン
で御臨席されました。
　島根県では、昭和46年４月18日に同地で「第22回全国植樹祭」が開かれ、天皇皇后両陛下によるお手植え（クロマツ）
などの式典行事と参加者による記念植樹（クロマツ約２万本）が行われており、今回の大会は２回目の開催となります。
　式典前のプロローグでは、島根県において神話の時代から育まれてきた「緑の循環」の歴史をダンスやコーラス等
の映像で紹介されました。
　式典では、天皇陛下から「人々が連携、協力することにより、植えて、育てて使い、また植えるといった『緑の循
環』が広く実現することを期待します」とのおことばを賜りました。また、大島理

ただもり

森国土緑化推進機構会長（衆議院
議長）及び丸山達也島根県知事のあいさつがあったほか、全国の緑化功労者や各種コンクールの表彰、野上浩太郎
農林水産大臣などによる記念植樹が行われました。
　赤坂御用地においては、天皇陛下がスギ、コウヤマキの苗木を、皇后陛下がヤマザクラ、シャクナゲの苗木をそれぞ
れお手植えされました。また、天皇陛下はクロマツとエノキ、皇后陛下はアカマツとクルミの種子をお手

て ま

播きされま
した。さらに、天皇陛下による初めての（昭和天皇が第22回全国植樹祭でお手植えされたクロマツの）御収穫が行わ
れました。
　最後に、国土緑化推進機構の濱田純一理事長が大会宣言を行い、丸山島根県知事から来年全国植樹祭が開催される
滋賀県の三日月大造知事に全国植樹祭シンボルである「木製の地球儀」をリレーして幕を閉じました。
　次回の第72回全国植樹祭は、来春、滋賀県の鹿

か

深
ふか

夢の森を主会場に開催される予定です。

【全国植樹祭とは】
　全国植樹祭は、天皇皇后両陛下のご臨席のもと、豊かな国土の基盤である森林・緑に対する理解を深めるため、昭和
25年から各都道府県を巡って毎年春季に開催されている国土緑化運動の中心的な行事です。

TOPICS

01

おことばを述べられる天皇陛下（提供：島根県） お手植えの介添え役にお声掛けされる皇后陛下（提供：島根県）

スギをお手植えされる天皇陛下（提供：島根県） 昭和天皇お手植えのクロマツをご収穫される天皇陛下
（提供：島根県）

記念植樹される野上農林水産大臣

7 2021.7 No.172   林野
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登
とよままち

米町森林組合
参事　竹中 雅治

（登米市森林管理協議会ＦＭ認証材流通事務局）

写真提供NHK

連続テレビ小説
「おかえりモネ」から

みえる林業の世界
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連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
お
か
え
り
モ
ネ
」（
月
～
※
土 

前
８：

０
０ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
ほ
か 

※
土
曜
日
は
１
週
間
の
振
り
返

り
）、
ご
覧
頂
い
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

　
舞
台
は
宮
城
県
。
清き

よ
は
ら
か
や

原
果
耶
さ
ん
が
演
じ
る
ヒ
ロ
イ
ン

の
永な

が
う
ら浦

百も
も
ね音

（
愛
称
＝
モ
ネ
）
は
気
仙
沼
湾
の
亀
島
で
生

ま
れ
育
ち
、
高
校
卒
業
後
に
登と

め

し
米
市
の
米よ

ね
ま麻

町
森
林
組
合

に
就
職
し
ま
す
。
下
宿
先
の
家
主
で
組
合
の
代
表
も
務
め

る
地
元
の
有
力
な
山
主
や
森
林
組
合
の
同
僚
、
地
域
の
人

た
ち
と
触
れ
合
い
な
が
ら
成
長
す
る
モ
ネ
は
、
未
来
が
わ

か
る
天
気
予
報
に
興
味
を
持
ち
、
気
象
予
報
士
を
目
指
す

事
に
な
り
ま
す
。
ま
た
モ
ネ
の
実
家
が
営
む
牡
蠣
の
養
殖

業
に
つ
い
て
も
描
か
れ
、
森
と
海
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ

も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
林
業
と
い
う
営
み
が
ド
ラ
マ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
、
ま

し
て
や
ヒ
ロ
イ
ン
が
森
林
組
合
の
職
員
を
演
じ
る
と
い
う

の
は
初
め
て
の
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ド
ラ
マ
の
制
作
に
あ
た
り
私
は
「
林
業
考
証
」
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
一
昨
年
頃
、
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
が
ド
ラ
マ
づ
く
り
の
検
討
に
あ
た
っ
て
林

業
に
つ
い
て
調
べ
る
中
で
、
登
米
町
森
林
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
観
て
頂
い
た
だ
い
た
事
の
よ
う
で
し
た
。
以
降

何
度
と
な
く
森
林
を
ご
案
内
し
て
い
る
う
ち
、
昨
年
５
月

に
朝
ド
ラ
の
制
作
発
表
が
あ
り
、
い
ま
ま
で
対
応
し
て
き

た
経
緯
か
ら
私
に
林
業
考
証
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
時
ま
で
ま
さ
か
朝
ド
ラ
と
は
知
ら
ず
、
驚
き
と
喜
び
と
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う

と
い
う
と
ま
ど
い
が
交
錯
し
ま
し
た
。

　
林
業
考
証
と
は
な
に
か
？
専
門
的
な
助
言
や
事
実
関
係

の
確
認
、
資
料
の
提
供
、
そ
し
て
打
合
せ
や
収
録
へ
の
参

加
な
ど
が
主
な
業
務
と
な
り
ま
す
が
、
務
め
る
中
で
私
が

一
番
大
切
に
し
た
事
は
、
登
米
市
を
舞
台
と
し
な
が
ら
も
、

こ
の
ド
ラ
マ
を
通
じ
て
全
国
の
林
業
に
光
が
当
た
る
よ
う

に
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
お
話
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で

し
た
。
ド
ラ
マ
を
ご
覧
に
な
る
方
は
林
業
の
知
識
な
ど
無

い
方
が
大
半
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
専
門
的
な
用
語
や
資

料
を
な
る
べ
く
か
み
砕
い
て
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
お
伝
え

し
た
り
、
関
連
す
る
事
柄
に
も
思
い
が
巡
る
よ
う
に
お
話

を
積
み
重
ね
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は

私
た
ち
林
業
人
の
話
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
て
頂
き
、

ま
た
自
ら
も
林
業
に
つ
い
て
学
ば
れ
て
ド
ラ
マ
づ
く
り
に

挑
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
ド
ラ
マ
と
い
う
物
語
の

中
に
、
林
業
の
要
素
が
沢
山
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
ド
ラ
マ
の
内
容
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
登
米

地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
林
業
を
事
例
に
し
て
詳
し
く
み
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
ど
う
も
ど
う
も
～
、
こ
～
ん
に
ち
は
～
」
と
い
う
大
き

な
声
が
森
に
響
き
わ
た
る
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
の
シ
ー
ン
は
と

て
も
印
象
的
で
し
た
ね
。「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」
は
森
林
浴
の

効
果
を
科
学
的
に
解
明
し
て
、
心
と
身
体
の
健
康
に
活
か

そ
う
と
い
う
取
組
で
す
。
科
学
的
に
、
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
？　
森
林
と
都
市
部
で
の
比
較
評
価
に
よ
り
、
例
え

ば
心
拍
の
「
ゆ
ら
ぎ
」
の
測
定
に
よ
っ
て
森
林
で
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
時
に
高
ま
る
「
副
交
感
神
経
活
動
」
が
昂こ

う
し
ん進

す

る
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
評
価
試
験

を
行
い
効
果
が
確
認
さ
れ
た
地
区
が
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地

と
し
て
認
定
さ
れ
、
全
国
に
65
箇
所
あ
り
ま
す
。

　
全
国
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
で
は
、
そ
の
土
地
ら
し
い

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
企
画
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
地
元
の
旬 写真１　森林セラピー基地「登米ふれあいの森」

ド
ラ
マ
を
通
し
て

全
国
の
林
業
に
光
を

こ
こ
ろ
と
身
体
を
元
気
に
す
る
取
組

～
森
林
セ
ラ
ピ
ー
～



10林野   2021.7 No.172

の
食
材
を
使
っ
た
お
弁
当
の
提
供
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る

所
も
あ
り
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
気
軽
に
楽
し
む
事
が

で
き
ま
す
。
登
米
市
に
も
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
「
登
米
ふ

れ
あ
い
の
森
」
が
あ
り
、
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
は
地
元
の
高
齢

者
の
方
々
の
健
康
づ
く
り
講
座
の
一
環
と
し
て
取
り
入
れ

て
い
る
も
の
で
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
近
く
に
も
森
林
浴
を
楽
し
め
る
場
所
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

リ
ン
ク
先：https://w

w
w
.fo-society.jp/therapy

/index.htm
l

　
「
何
に
で
も
な
る
魔
法
の
材
料
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た

「
組く

で
じ
ゅ
う

手
什
」
は
、
ド
ラ
マ
の
中
で
椅
子
や
本
棚
、
盆
棚
に
と

自
在
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
こ
の
組
手
什
は

愛
知
県
の
方
々
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
そ
の
後
鳥
取
県
と

共
に
普
及
が
な
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
転
機
は
東
日
本
大

震
災
、
当
時
の
避
難
所
で
の
生
活
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確

保
す
る
間
仕
切
り
が
な
く
、
ま
た
避
難
所
生
活
が
長
期
化

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
国
土
緑
化

推
進
機
構
の
緑
の
募
金
使
途
限
定
募
金
を
活
用
し
て
愛
知
、

鳥
取
、
そ
し
て
栗
駒
と
登
米
で
作
ら
れ
た
組
手
什
が
避
難

所
へ
と
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。　

　
組
手
什
は
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
を
理
解
す
れ
ば
子
供
か

ら
年
配
の
方
ま
で
簡
単
に
組
み
立
て
る
事
が
出
来
る
の
で
、

組
立
を
行
う
中
で
様
々
な
活
用
ア
イ
デ
ア
が
出
て
き
ま
し

た
。
例
え
ば
子
ど
も
が
勉
強
す
る
為
の
座
卓
が
な
い
と
い

う
事
で
そ
の
場
で
文
机
を
つ
く
っ
た
り
、
情
報
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
配
布
物
を
並
べ
た
り
掲
示
が
で
き
る
棚
が
つ
く
ら

れ
る
等
、
避
難
所
で
必
要
な
も
の
が
次
々
と
作
ら
れ
て
い

き
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
何
に
で
も
な
る
魔
法
の
材
料
」
で

す
ね
。

　
ド
ラ
マ
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
の

と
き
避
難
所
で
組
手
什
の
棚
を
使
い
今
の
住
ま
い
で
も

使
っ
て
い
ま
す
よ
。
と
い
う
お
電
話
を
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
仮
設
図
書
室
で
組
手
什
書
架
を
利
用
頂
い
た
名
取
市
図

書
館
か
ら
も
震
災
を
振
り
返
る
講
座
開
催
の
お
話
が
あ
り
、

ド
ラ
マ
を
通
し
て
震
災
復
興
と
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
が
出
来
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

リ
ン
ク
先
：https://forest-style.jp/new

s
/001102.htm

l

　
売
れ
残
り
が
ち
な
広
葉
樹
を
活
用
す
る
事
業
を
考
え
る

よ
う
指
示
さ
れ
た
モ
ネ
は
、
学
童
机
を
ナ
ラ
材
で
作
っ
て

売
り
込
む
事
を
思
い
つ
き
ま
し
た
ね
。
登
米
市
で
も
こ
れ写真３　学童机「まなび」

写真２　避難所への組手什の寄贈

組
手
什
に
よ
る
震
災
復
興
支
援

広
葉
樹
の
活
用
と

太
陽
熱
木
材
乾
燥
庫
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に
似
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
全
国
各
地
で
「
ナ

ラ
枯
れ
」
の
被
害
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
り
、
さ
ら
に
東
日

本
大
震
災
に
と
も
な
う
放
射
性
物
質
汚
染
に
よ
っ
て
椎
茸

原
木
と
な
る
ナ
ラ
材
が
使
用
出
来
な
い
事
態
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
ナ
ラ
材
を
有
効
に
活
用
す
べ
く
、
登
米
町
森

林
組
合
が
中
心
と
な
り
産
官
学
に
よ
る
協
議
会
を
設
立
し

て
、
ナ
ラ
材
を
天
板
に
活
用
し
た
学
童
机
「
ま
な
び
」
を

開
発
、
登
米
市
内
の
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
採
用
頂
き
ま

し
た
。

リ
ン
ク
先
：https://spark.adobe.com

/page
/x2G

O
4/

　
ま
た
ド
ラ
マ
で
は
木
材
の
乾
燥
に
時
間
が
か
か
り
納
期

に
間
に
合
わ
な
い
事
が
わ
か
り
、
モ
ネ
は
理
科
の
教
科
書

で
蒸
発
の
仕
組
み
を
学
び
直
し
た
事
を
活
か
し
て
、ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
で
乾
燥
を
早
め
る
事
を
思
い
つ
き
ま
し
た
ね
。

太
陽
熱
を
利
用
す
る
の
は
よ
い
ア
イ
デ
ア
で
す
が
、
も
っ

と
言
え
ば
、
モ
ネ
は
温
度
が
高
く
湿
度
が
低
い
風
を
送
り

続
け
れ
ば
洗
濯
物
は
早
く
乾
く
事
を
理
解
し
た
よ
う
に
、

効
率
的
な
乾
燥
に
は
温
度
と
湿
度
と
風
の
３
要
素
が
大
事

で
す
。
登
米
町
森
林
組
合
に
は
「
太
陽
熱
木
材
乾
燥
庫
Ｔ

ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
」
が
あ
り
、
自
然
乾
燥
と
Ｔ
ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
、
乾
燥

機
を
併
用
し
て
高
品
質
な
木
材
を
短
時
間
で
、
環
境
へ
の

負
荷
を
な
る
べ
く
か
け
ず
に
生
産
し
て
い
ま
す
。

リ
ン
ク
先
：https://forest100.jp/solar/

　
モ
ネ
は
気
象
に
関
心
を
持
つ
事
で
、
森
も
海
も
水
を
介

し
て
つ
な
が
っ
て
い
る
事
を
自
身
の
生
活
や
仕
事
を
通
し

て
経
験
か
ら
学
ん
で
い
き
ま
し
た
。
海
と
つ
な
が
る
登
米

の
森
は
、
ど
の
よ
う
な
森
な
の
で
し
ょ
う
か
。
平
成
28
年

登
米
市
で
は
市
有
林
２
，
７
１
７
ha
で
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ⓡ
森
林
認

証
を
取
得
し
て
以
来
、
現
在
個
人
所
有
林
等
を
含
め
て
９
，

１
６
７
ha
と
民
有
林
面
積
の
47
％
が
認
証
林
と
な
っ
て
い

ま
す
。
地
域
を
あ
げ
て
森
林
認
証
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
適
切
な
森
林
管
理
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
あ
る
「
陸

の
豊
か
さ
」
と
「
海
の
豊
か
さ
」
を
守
り
つ
つ
、
認
証
材

流
通
の
一
元
管
理
に
よ
っ
て
木
材
の
需
要
拡
大
を
両
立
し

て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
取
組
は
林
野
庁
か
ら
林
業
成
長
産

業
化
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
指
定
を
受
け
て
、
さ
ら
な
る
拡

充
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

リ
ン
ク
先
：https://forest100.jp/FSC/

　
林
業
考
証
と
い
う
仕
事
を
通
じ
て
ド
ラ
マ
の
中
の
モ
ネ

と
い
う
新
人
の
森
林
組
合
職
員
と
接
し
て
き
ま
し
た
が
、

モ
ネ
は
私
に
林
業
人
と
し
て
の
大
切
な
事
を
思
い
起
こ
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
モ
ネ
は
常
に
使
う
人
の
目
線
で
そ
の
人
の
気
持
ち
に
寄

り
添
い
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
た
ど
た
ど
し
く
と
も
自

ら
考
え
て
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
森
林
作
業
従
事
者
や

木
工
職
人
さ
ん
の
心
に
働
き
か
け
て
人
を
動
か
し
、
物
を

造
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
今
、
森
林
整
備
や
製
材
加
工

業
が
大
規
模
集
約
化
し
て
い
く
中
で
、
ど
う
か
す
る
と
使

い
手
の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
と
い
う
言
葉
が
林
業
界
で
も
よ
く
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
単
に
木
材
を
受
け
渡
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
共
創
し
て
い
く
事
の
大
切

さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
林
業
を
通
し
て
森
の
豊
か
さ
と
森
と
海
の
つ
な
が
り
を

知
っ
た
モ
ネ
が
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
気
象
予
報
士
と

し
て
活
躍
す
る
姿
を
楽
し
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
ド
ラ
マ
を

見
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

写真４　太陽熱木材乾燥庫ToSMS

連続テレビ小説
「おかえりモネ」からみえる林業の世界

海
と
つ
な
が
る
登
米
の
森

「
お
か
え
り
モ
ネ
」が
私
た
ち
に

　
　
　
　
問
い
か
け
て
い
る
こ
と

～
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
～



第
５
回「
山
の
日
」記
念
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
!!

〜
九
州
で
初
開
催
！
〜

　

日
本
は
、国
土
の
約
７
割
を
森
林
が
占
め
、

そ
の
多
く
が「
山
」に
存
在
し
て
い
ま
す
。日

本
人
は
古
来
か
ら
山
に
畏
敬
の
念
を
抱
き
、

森
林
か
ら
の
恵
み
に
感
謝
し
共
存
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
日
本
の
豊
か
な
森
林
の
恵
み
に
感
謝

し
、美
し
い
山
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、平
成
28
年
に
国
民
の
祝
日
と
し
て
８
月

11
日
を「
山
の
日
」と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
「
山
の
日
」に
は
、毎
年
、「
山
の
日
」記
念
全

国
大
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ま
で
、長

野
県
上
高
地
及
び
松
本
市（
平
成
28
年
度
）、

栃
木
県
那
須
町（
平
成
29
年
度
）、鳥
取
県
大

山
町
及
び
米
子
市（
平
成
30
年
度
）、山
梨
県

甲
府
市（
令
和
元
年
度
）で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。い
ず
れ
の
大
会
も
、記
念
式
典
な
ど
に
多

く
の
方
が
来
場
さ
れ
、子
供
か
ら
大
人
ま
で

幅
広
い
世
代
の
方
に
、山
の
魅
力
や
森
林
の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り「
山
の
日
」記
念
全

国
大
会
は
延
期
さ
れ
ま
し
た
が
、今
年
は
、８

月
11
日（
水
）に
大
分
県
の
九こ
こ
の
え
ま
ち

重
町
と
竹た
け
た
し

田
市

で
、「
山
に
遊
び 

恵
み
を
い
た
だ
く
」を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
分
県
は
、九
州
本
土
で
最
高
峰
で
あ
る

「
く
じ
ゅ
う
連
山
」が
あ
り
、祖そ

ぼ母
傾
か
た
む
き

山
系
な

ど
九
州
を
代
表
す
る
山
岳
に
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。全
国
大
会
で
は
こ
れ
ら
の
山
の
魅
力
や
、

山
を
支
え
る
人
々
の
営
み
、山
の
恵
み
な
ど

を
全
国
に
広
く
情
報
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
る
予
定
で
す
。

　

全
国
大
会
で
は
、記
念
式
典
の
ほ
か
に
、九

重
町
の
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー
で
著
名
人
に
よ

る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、ま
た
同
町
の
長
ち
ょ
う
じ
ゃ者
原ば
る

園
地
で
は
歓
迎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
ク
ラ
フ

ト
体
験
や
丸
太
切
体
験
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
夏
は
全
国
大
会
の
ほ
か
、各
地

の「
山
」で
は
自
然
体
験
や
健
康
づ
く
り
活
動

な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
し
っ

か
り
講
じ
た
上
で
、ご
参
加
い
た
だ
き
、山
や

森
林
に
親
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
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日程 実施場所
（都道府県・市町村） 行事名 参加人数

（予定） 主催者

未定 北海道内 山の日記念森林散策会 30名
常呂川森林

ふれあい推進センター、
オホーツク総合振興局東部森林室

8月7日 秋田県秋田市
「山の日」イベント

仁別の森林（もり）で遊ぼう！
夏休み親子森林教室

5組
10名程度 東北森林管理局技術普及課

8月7日 富山県立山町 とやまの山岳環境整備
ボランティア 60名 富山県自然保護課

7月28日 徳島県三好市 三嶺自然林食害防止柵
ボランティア活動 約20名 三嶺の自然を守る会

8月8日 徳島県三好市
はじめての山登り

（ジュニア・ネイチャー
リーダー養成）講座

小学生及びその
保護者（一般公
募）10名程度

徳島県・剣山国定公園地域
連携協議会

8月8日 徳島県那賀郡那賀町 南つるぎスカイラリー 約30名 南つるぎ地域活性化協議会

８月11
～ 12日 大分県九重町・竹田市

第５回「山の日」記念全国大会
エクスカ－ション

（日本百名山「久住山」登山と夏山満喫コ－ス）

定員20名
最小催行
人員10名

第５回「山の日」記念全国大会
実行委員会（大分県）

８月11
～ 12日 大分県九重町・由布市

第５回「山の日」記念全国大会
エクスカ－ション

（乗馬とフル－ツ狩り由布院散策コ－ス）

定員20名
最小催行
人員10名

第５回「山の日」記念全国大会
実行委員会（大分県）

８月11
～ 12日 大分県九重町

第５回「山の日」記念全国大会
エクスカ－ション

（九重〝夢″大吊橋の日本一コ－ス）

定員20名
最小催行
人員10名

第５回「山の日」記念全国大会
実行委員会（大分県）

８月11
～ 12日 大分県竹田市

第５回「山の日」記念全国大会
エクスカ－ション

（高原の風と炭酸水を味わうコ－ス）

定員20名
最小催行
人員10名

第５回「山の日」記念全国大会
実行委員会（大分県）

８月11
～ 12日 大分県竹田市

第５回「山の日」記念全国大会
エクスカ－ション

（高原の風と温泉と城下町を味わうコ－ス）

定員20名
最小催行
人員10名

第５回「山の日」記念全国大会
実行委員会（大分県）

森林散策イベント （秋田県） 外来植物除去作業（富山県）

高山植物PRカード配布（長野県）

ミニ椅子づくりイベント（長野県）

木道修理作業（富山県） 食害防止柵ボランティア活動（徳島県）

過去に開催された「山の日」を普及啓発するイベント
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ベ
ー
ス
の
木
造
率
は
、法
制
定
時
の
８
．３

％
か
ら
令
和
元
年
度
に
は
13
．８
％
に
上
昇

し
、基
本
方
針
に
お
い
て
積
極
的
に
木
造
化

を
促
進
す
る
と
さ
れ
て
い
る
３
階
建
て
以

下
の
低
層
の
公
共
建
築
物
の
木
造
率
も
、法

制
定
時
の
17
．９
％
か
ら
令
和
元
年
度
に
は

28
．５
％
に
上
昇
し
て
い
ま
す（
図
１
）。

　

一
方
で
、民
間
建
築
物
に
つ
い
て
は
、木

造
率
の
高
い
低
層
の
住
宅
以
外
に
も
木
材

の
利
用
の
動
き
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
も
の

の
、非
住
宅
分
野
や
中
高
層
建
築
物
の
木
造

率
は
未
だ
低
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

法
制
定
か
ら
10
年
が
経
過
し
、そ
の
間

に
、耐
震
性
能
や
防
耐
火
性
能
等
の
技
術
革

新
、建
築
基
準
の
合
理
化
に
よ
っ
て
、建
築

物
に
お
け
る
木
材
利
用
の
可
能
性
は
大
き

く
拡
大
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
実
現
に
貢
献
す
る
た
め
に
は
、

「
伐
っ
て
、使
っ
て
、植
え
る
」と
い
う
森
林

資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
、人
工
林
の
若
返

り
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、今
般
、議
員

立
法
で
の
改
正
法
案
の
検
討
が
進
め
ら
れ
、

６
月
11
日
に
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。

公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
の
改
正
に
つ
い
て 

 

～
公
共
建
築
物
だ
け
で
な
く
、民
間
建
築
物
を
含
む
建
築
物
一
般
で
ウ
ッ
ド
・
チ
ェ
ン
ジ
！
～    

　

本
年
６
月
、公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木

材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
ま
し
た
。

１ 

こ
れ
ま
で
の
取
組
、

　

 

法
律
改
正
の
背
景

　

公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
法
律（
以
下「
法
」と
い

う
。）は
、木
造
率
が
低
い
公
共
建
築
物
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、国
が
率
先
し
て
木
材

利
用
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、地
方
公
共
団

体
や
民
間
事
業
者
に
も
国
の
方
針
に
即
し

て
主
体
的
な
取
組
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、民

間
建
築
物
へ
の
波
及
効
果
を
含
め
、木
材
全

体
の
需
要
を
拡
大
し
、森
林
の
適
正
な
整
備

及
び
木
材
の
自
給
率
の
向
上
に
寄
与
を
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、平
成
22
年
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

法
に
基
づ
き
、農
林
水
産
省
及
び
国
土
交

通
省
は
、公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
を
策
定
し
、

政
府
一
体
と
な
り
、公
共
建
築
物
に
お
け
る

木
材
の
利
用
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。　

　

こ
う
し
た
中
で
、公
共
建
築
物
の
床
面
積

TOPICS
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林野庁四国森林管理局 嶺北森林管理署　
（木造２階建て庁舎）

魚津市立星の杜小学校 木造３階建て校舎
（写真提供：株式会社 東畑建築事務所）

国の公共建築物 地方自治体の公共建築物

▼公共建築物の木造率の推移（図１）

▼木造公共建築物の事例

%
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２ 
主
な
法
律
改
正
内
容

　

主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。改

正
法
の
施
行
日
は
、今
年
の
木
材
利
用
促
進

月
間
の
始
ま
り
に
合
わ
せ
、令
和
３
年
10
月

１
日
で
す
。農
林
水
産
省
で
は
、関
係
省
庁

は
も
と
よ
り
、地
方
公
共
団
体
や
関
係
団
体

等
と
連
携
し
、建
築
物
等
に
お
け
る
さ
ら
な

る
木
材
利
用
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

⑴ 

法
律
の
題
名
、目
的
の
見
直
し

　

題
名
を「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る

等
の
た
め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の

利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」に
改
め
、目

的
に「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
」旨

を
明
示
す
る
と
と
も
に
、木
材
利
用
の
促
進

に
関
す
る
基
本
理
念
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

⑵ 

公
共
建
築
物
か
ら
建
築
物
一
般
へ
の

　

 

拡
大

　

基
本
方
針
等
の
対
象
を
公
共
建
築
物
か

ら
建
築
物
一
般
に
拡
大
し
ま
す
。ま
た
、建

築
物
に
お
け
る
木
材
利
用
を
進
め
て
い
く

た
め
、国
又
は
地
方
公
共
団
体
と
事
業
者
等

が「
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
」を
締
結

で
き
る
と
い
う
仕
組
み
を
設
け
、国
又
は
地

方
公
共
団
体
は
協
定
締
結
事
業
者
等
に
対

し
て
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す（
図
２
）。

⑶ 

木
材
利
用
促
進
本
部
の
設
置

　

政
府
に
お
け
る
推
進
体
制
と
し
て
、農
林

水
産
省
に
、農
林
水
産
大
臣
を
本
部
長
、関

係
大
臣（
総
務
大
臣
、文
部
科
学
大
臣
、経
済

産
業
大
臣
、国
土
交
通
大
臣
、環
境
大
臣
等
）

を
本
部
員
と
す
る
木
材
利
用
促
進
本
部
を

設
置
し
、基
本
方
針
の
策
定
等
を
行
い
ま

す
。

⑷ 

「
木
材
利
用
促
進
の
日
」、

　
 

「
木
材
利
用
促
進
月
間
」の
制
定

　

国
民
の
間
に
広
く
木
材
の
利
用
の
促
進

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、

漢
字
の「
木
」と
い
う
字
が「
十
」と「
八
」に

分
解
で
き
る
こ
と
に
ち
な
み
、十
月
八
日
を

「
木
材
利
用
促
進
の
日
」、十
月
を「
木
材
利

用
促
進
月
間
」と
し
て
法
定
化
し
、国
等
は

普
及
啓
発
の
取
組
を
行
い
ま
す
。

ヒューリック株式会社 銀座８丁目開発計画
（木造と鉄骨造の混構造による高層商業ビル、
 CG：隈研吾建築都市設計事務所）

▼主な建築物木材利用促進協定のイメージ（図２）

▼民間建築物における
　木材利用の事例

東京海上日動火災保険株式会社 TOKIO MARINE Career Development Center
（内外装の木質化）

関連情報を林野庁のウェブサイトで公表しています。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/koukyou/index.html
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日本森林学会による

東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林　當
とうやま

山 啓
けいすけ

介

　
平へ

い
ぞ
う
ざ
わ

蔵
沢
ヒ
バ
人
工
林
施
業
展
示
林
は
、
現

存
で
は
東
北
地
方
最
古
と
さ
れ
る
ヒ
バ
の
高

齢
人
工
林
で
す
。
岩
手
県
滝
沢
市
の
市
街
地

近
く
、
東
北
森
林
管
理
局
盛
岡
森
林
管
理
署

管
轄
の
影か
げ
ぞ
え添

国
有
林
に
あ
り
、
盛
岡
駅
か
ら

も
車
で
20
分
ほ
ど
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
好
立

地
に
あ
り
ま
す
。

　
ヒ
バ
は
ア
ス
ナ
ロ
の
変
種
で
あ
る
ヒ
ノ
キ

ア
ス
ナ
ロ
の
、
東
北
地
方
で
の
呼
び
名
で
す
。

石
川
県
の
能
登
地
方
で
は
ア
テ
と
呼
ば
れ
ま

す
。
国
宝
・
中
尊
寺
金
色
堂
の
主
要
建
材
で

あ
る
な
ど
、
耐
水
性
や
防
腐
性
に
優
れ
る
木

材
と
な
り
、
青
森
ヒ
バ
と
し
て
日
本
三
大
美

林
に
も
挙
げ
ら
れ
る
ヒ
バ
は
、
秋
田
ス
ギ
や

南
部
ア
カ
マ
ツ
と
と
も
に
森
林
大
国
の
東
北

地
方
を
特
徴
づ
け
る
林
業
樹
種
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
な
お
、
現
在
の
東
北
森
林
管
理
局

は
青
森・
岩
手・
宮
城・
秋
田・
山
形
の
５
県
を

カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
青
森
営

林
局
が
青
森・岩
手・宮
城
の
３
県
を
管
轄
範

囲
と
す
る
時
代
が
長
く
続
き
ま
し
た
。
ヒ
バ

は
青
森
営
林
局
の
看
板
樹
種
と
も
い
え
る
存

在
で（
写
真
１
）、関
連
す
る「
我
が
国
初
の
森

林
鉄
道『
津
軽
森
林
鉄
道
』遺
構
群
及
び
関
係

資
料
群
」や「
坪つ
ぼ
け
ざ
わ

毛
沢
ヒ
バ
木
製
治
山
堰え

ん
て
い堤
群
」

も
林
業
遺
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
代
表
的
な

ヒ
バ
自
生
地
と
し
て
は
青
森
県
の
下
北
半
島
・

津
軽
半
島
の
ほ
か
、
岩
手
県
の
早は
や
ち
ね
さ
ん

池
峰
山
、

北
海
道
の
渡お
し
ま島
半
島
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
耐
陰
性
が
高
く
、
実
生
に
よ
る
更
新
と
と

第 回

林内の様子。ヒバの大木の間を歩く
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も
に
伏ふ

く
じ
ょ
う
こ
う
し
ん

条
更
新
（
雪
な
ど
で
接
地
し
た
枝
が

発
根
し
、
独
立
す
る
）
が
可
能
な
ヒ
バ
は
、

主
に
天
然
林
か
ら
木
材
生
産
さ
れ
て
き
て
お

り
、
現
在
の
ヒ
バ
林
も
天
然
林
が
大
半
で
す
。

一
方
で
、
江
戸
時
代
に
下
北
半
島
ま
で
を
治

め
て
い
た
南
部
藩
（
盛
岡
藩
）
は
、
津
軽
藩

（
弘
前
藩
）
と
並
ん
で
ヒ
バ
資
源
を
大
い
に
利

用
し
、
藩
命
以
外
で
の
伐
採
禁
止
措
置
な
ど

を
行
う
と
と
も
に
植
林
も
推
奨
し
て
い
ま
し

た
。
南
部
藩
に
仕
え
て
平
蔵
沢
に
豪
壮
な
館

を
構
え
た
牧ひ
ら
た田
氏
が
、
ス
ギ
な
ど
と
と
も
に

ヒ
バ
（
注
：
当
時
は
桧ひ
の
きと

呼
ん
で
い
ま
し
た
）

の
苗
木
を
下
北
半
島
か
ら
取
り
寄
せ
、
江
戸

時
代
末
期
の
天
保
14（
１
８
４
３
）年
頃
に
平

蔵
沢
へ
植
林
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
後
に
こ

の
植
林
地
は
盗
伐
対
策
の
た
め
か
藩
有
林
と

さ
れ
、
管
理
は
引
き
続
き
牧
田
氏
が
担
っ
た

よ
う
で
す
。
明
治
維
新
後
、
牧
田
氏
は
零れ
い
ら
く落

し
て
し
ま
い
平
蔵
沢
を
離
れ
た
と
の
こ
と
で

す
が
、
ヒ
バ
林
は
国
有
林
と
し
て
現
在
ま
で

引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
蔵
沢
の
ヒ
バ
林
は
面
積
０
．44‌

ha
と
広

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
坦
も
し
く
は
緩
傾

斜
の
ヒ
バ
林
の
間
を
縫
っ
て
小
川
が
流
れ
る

心
地
の
良
い
空
間
で
す
。
お
よ
そ
１
８
０
年

を
経
た
現
在
も
大
き
く
乱
れ
た
樹
形
は
少
な

く
、
一
斉
人
工
林
ら
し
さ
を
保
っ
て
い
ま
す

が
、
後
継
と
な
る
ヒ
バ
稚
樹
・
幼
樹
も
下
層

に
多
く
見
ら
れ
、
一
部
で
は
幹
折
れ
や
倒
木

に
よ
っ
て
林
床
が
か
な
り
明
る
く
な
っ
て
い

る
部
分
も
あ
り
ま
す
（
写
真
２
）。

　
先
述
の
と
お
り
ヒ
バ
林
業
は
天
然
林
中
心

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
歴
史
的
に
様
々
な

人
為
的
介
入
を
経
て
き
て
お
り
、
こ
の
郷
土

樹
種
に
植
林
や
一
斉
造
林
の
選
択
肢
が
あ
る

こ
と
も
重
要
で
す
。
平
蔵
沢
の
高
齢
人
工

林
は
替
え
の
利
か
な
い
先
行
事
例
で
あ
り
、

１
９
５
５（
昭
和
30
）年
に
は
学
術
参
考
林

に
、
１
９
９
１（
平
成
３
）年
か
ら
は
展
示
林

に
指
定
さ
れ
、
盛
岡
営
林
署
、
の
ち
に
盛
岡

森
林
管
理
署
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
伏
条
更
新
を
含
め
て
そ
の
動
態

に
つ
い
て
様
々
な
調
査
研
究
も
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
近
年
の
管
理
方
針
は
積
極
的
な
人

為
介
入
を
行
う
よ
り
も
推
移
の
観
察
を
旨
と

し
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
天
然
林
的
な
多
層
・

異
齢
の
森
林
構
造
に
推
移
し
て
い
く
の
か
注

目
さ
れ
ま
す
。
他
所
の
ヒ
バ
天
然
林
と
比
較

し
て
み
る
の
も
面
白
い
で
し
ょ
う
。

　
天
然
林
、
人
工
林
を
問
わ
ず
、
非
常
に
優

良
な
森
林
資
源
は
な
か
な
か
人
里
近
く
に

残
っ
て
い
な
い
も
の
で
す
。
ア
ク
セ
ス
良
好

か
つ
林
内
を
歩
く
に
も
快
適
な
平
蔵
沢
の
ヒ

バ
林
は
、
研
修
や
体
験
授
業
な
ど
を
通
じ
て

ヒ
バ
や
森
林・林
業
に
関
す
る
学
び
の
機
会
を

提
供
し（
写
真
３
）、ま
た
そ
の
環
境
を
楽
し
む

と
い
う
役
割
を
高
度
に
果
た
せ
る
林
業
遺
産

だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
経
済
的
価
値
が
高

い
ヒ
バ
林
は
歴
史
的
に
活
発
に
収
穫
さ
れ
て

き
た
中
で
、
盛
岡
森
林
管
理
署
に
残
っ
て
い

る
こ
の
貴
重
な
森
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
林

業
の
有
志
が
様
々
な
挑
戦
を
行
っ
て
き
た
こ

と
の
生
き
証
人
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
蔵
沢
の
ヒ
バ
林
へ
は
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
か
ら
平
坦
な
道
を
徒
歩
数
分
で
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す（
写
真
４
）が
、
訪
れ
る
際
に

は
ハ
チ
や
ヘ
ビ
、
ク
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

案
内
を
希
望
さ
れ
る
場
合
や
大
人
数
で
見
学

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
盛
岡
森
林
管
理
署
に

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
、
と
の
こ
と
で
す
。

　
最
後
に
、
盛
岡
森
林
管
理
署
の
取
材
協
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

参
考
文
献

青
森
営
林
局「
青
森
の
ヒ
バ
」（
１
９
６
３
）

写真１	 ヒバ材を用いた建築例
	 （青森市森林博物館。旧青森営林局庁舎）

写真２	 ギャップ（倒木化などで生じた空間）内では幼樹に陽が
当たる

写真３	 いわて林業アカデミーの研修光景
	 （盛岡森林管理署提供）

写真４	 駐車場付近からみた平蔵沢の様子



　日本各地の林業は、地域の森林をめぐる人間の営みの中で編み出され、明治期以降は海外の思想・技術も取り入れ

つつ、大戦期の混乱を経て今日に至るまで、多様な発展を遂げてきました。日本森林学会では学会100周年を契機と

して、こうした日本各地の林業発展の歴史を将来にわたって記憶・記録していくための試みとして、「林業遺産」選定

事業を2013年度から開始しました。8年目となった2020年度は、4件を林業遺産（登録No.42～45）として認定し

ました。選定結果は、2021年５月24日の日本森林学会定時総会において公表され、各遺産の所有者・管理者等に認定

証・記念品が贈呈されました。

　「林業遺産」についての詳細情報は、日本森林学会のホームページをご参照ください。

https://www.forestry.jp/activity/forestrylegacy/

一般社団法人　日本森林学会
2020年度の「林業遺産」に4件が選定されました

TOPICS

04

登録
番号 林業遺産名 認定対象 成立年代 所在地 認定理由

42
川
かわうらやま
浦山御

ごようぼく
用木

御
おきりだし
伐出絵

え ず
図

川浦山御用木
御伐出絵図

1834 年
（天保５年）

群馬県高崎市
倉渕町川浦　
高崎市役所

巨木の伐採から
河川を利用した
木材運搬までが
描かれており、近
世幕藩体制にお
ける林業の様子
を伝えている。

43

秋
あきたはんかろう
田藩家老

渋
しぶえまさみつ
江政光の

林
りんぎょうしそう
業思想に

関する古
こもんじょ
文書

及び石
せ き ひ
碑

澁江政光之遺言 
黒澤道家之覚書、
山林盛衰之大凡
考 木山方以来覚、
澁江政光君三百
年祭記念碑、
第２回全国育樹
祭記念碑

澁江政光之遺言 
黒澤道家之覚書：
1614（慶長19）年
山林盛衰之大凡
考 木山方以来覚：
1818（文政元）
年～（1831文政
13）年澁江政光君
三百年祭記念碑：
1913年第２回全
国育樹祭記念碑：
1978年

古文書：秋田県
公文書館、澁江
政光君三百年
祭記念碑：千秋
公園、第２回全
国育樹祭記念
碑：秋田県県民
の森

林業に関する先
駆的な思想及び、
思想が約400年
間引き継がれて
ることを示して
いる。

44
坪
つぼけさわ
毛沢

ヒバ木
もくせい
製

治
ち さ ん
山堰
えんていぐん
堤群

ヒバ木製治山堰
堤11基

1916年（大正6
年）及び1953年
（昭和28年）～
1958年（昭和33
年）

青森県五所川
原市飯詰　
飯詰山国有林
内坪毛沢

現地調達木材に
よる治山堰堤群
であり、近代の
技術及び木製土
木構造物の耐久
性を知る上で貴
重な存在であ
る。

45

甲
こ う か
賀の前

まえびきのこ
挽鋸

製
せいぞう
造および

流
りゅうつう
通に関する

資
しりょうぐん
料群

道具・用具
（総数1274点）、
文書資料
（総数418点）

江戸中期
～昭和30年代

甲賀市甲南
ふれあいの館

日本社会におけ
る森林資源利用
や建築文化に大
きな画期をもた
らした前挽鋸に
関する技術や流
通の様相を示し
ている。

秋田県公文書館所蔵

出典：東北森林管理局Webサイト

甲賀市教育委員会提供
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ミ ス 日 本 み ど り の 女 神

小
こ ば や し

林 優
ゆ う き

希

　　

造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
か
ら
労
働
安
全
衛
生

特
別
教
育
修
了
証
を
い
た
だ
き
、晴
れ
て
林
業

従
事
者
の
端
く
れ
に
な
る
こ
と
が
出
来
た
の
で

す
！

自
然
と
人
工
が
共
存
す
る
小こ
あ
じ
ろ

網
代
の
森

　

ま
た
先
日
は
、神
奈
川
県
・
三
浦
半
島
に
あ
る

小
網
代
の
森
に
行
き
ま
し
た
。小
網
代
の
森
は
、

現
在
私
が
通
っ
て
い
る
慶
應
義
塾
大
学
の
名
誉

教
授
で
あ
る
岸
由
二
先
生
ら
が
、長
い
年
月
を

か
け
て
保
全
活
動
を
進
め
て
い
る
森
で
す
。約

70 

ha
の
森
の
中
で
、あ
ら
ゆ
る
生
態
系
を
見
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
自
然
で
溢
れ
た
小
網
代
の
森
で
す

が
、そ
の
自
然
が
人
工
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。様
々
な
生
態
系

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、岸
先
生
を
始
め
と

し
た
、小
網
代
の
森
の
保
全
活
動
に
尽
力
さ
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
が
、手
を
加
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。例
え
ば
、生
命
力
が
強

く
日
が
照
る
乾
燥
地
で
も
成
長
す
る
よ
う
な
植

物
だ
け
が
増
殖
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、川

の
流
れ
を
変
え
て
水
分
を
多
く
含
む
土
地
を
作

り
、そ
こ
を
あ
え
て
木
陰
に
す
る
の
だ
と
か
。

「
人
工
な
の
に
自
然
、自
然
な
の
に
人
工
」と
い

う
不
思
議
な
場
所
で
し
た
。

　

他
に
も
今
月
は
、有
明
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ

た
復
興
祈
念
植
樹
や
、オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ

た「
林
業
復
活
・
地
方
創
生
を
推
進
す
る
国
民
会

議
」で
司
会
を
務
め
る
な
ど
の
活
動
が
あ
り
ま

し
た
。林
業
や
木
の
活
用
に
見
識
の
あ
る
方
々

の
お
話
を
多
方
面
で
伺
う
機
会
を
い
た
だ
け
る

こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説『
お
か

え
り
モ
ネ
』の
放
送
が
始
ま
り
１
ヶ
月
が
経
ち

ま
し
た
。第
５
週
目
の
放
送
で
は
、森
林
組
合
で

働
く
ヒ
ロ
イ
ン
・
百も

も
ね音
が
、小
学
校
の
机
に
地
元

の
楢
材
を
使
用
し
よ
う
と
尽
力
す
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。森
林
組
合
の
方
々
が
日
々
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
思
い
、働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

か
が
ド
ラ
マ
を
通
し
て
全
国
に
伝
わ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
！

り
と
学
ん
だ
の
で
す
。

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
動
か
す
の
は
、こ
の
講
習

会
が
初
め
て
。座
学
の
時
間
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
危
険
性
や
過
去
の
事
故
に
つ
い
て
沢
山
学
ん

だ
た
め
、い
ざ
動
か
す
と
な
る
と「
事
故
を
起
こ

さ
な
い
だ
ろ
う
か
」「
ち
ゃ
ん
と
出
来
る
の
か
」

と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

装
備
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
い
ざ
挑

戦
。レ
バ
ー
を
引
い
て
エ
ン
ジ
ン
を
つ
け
る

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
す
が
、な
か
な
か
エ
ン
ジ
ン

が
つ
か
ず
、悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
。ど
う
や
ら
エ

ン
ジ
ン
を
つ
け
る
に
は
勢
い
よ
く
レ
バ
ー
を
引

く
必
要
が
あ
る
よ
う
な
の
で
す
が
、女
性
に
は

そ
の
動
き
が
難
し
い
の
だ
そ
う
で
す
。な
ん
と

か
稼
働
さ
せ
る
と
、あ
と
は
ス
イ
ス
イ
と
木
を

伐
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。そ
う
し
て
、木
材
製

▲人の手で作られた森「小網代の森」にて

▲小さな刃の一つ一つを丁寧に研ぎます

座
学
・
実
技
を
学
べ
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

講
習
に
参
加

　

つ
い
に
、“
伐
木
等
の
業
務
特
別
教
育
講
習
”

を
受
け
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
正
し
く
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
！
６
月
１
日
と
２
日
に
神
奈

川
県
自
然
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
講

習
会
に
は
、私
の
よ
う
な
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
初
心

者
か
ら
、何
十
年
も
林
業
に
携
わ
っ
て
い
る
プ

ロ
の
方
ま
で
、様
々
な
レ
ベ
ル
の
方
が
集
ま
り

ま
し
た
。２
日
間
で
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
取
り

扱
い
方
や
注
意
点
な
ど
の
座
学
か
ら
、実
際
に

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
木
を
伐
る
実
技
ま
で
み
っ
ち
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　木材利用優良施設コンクール ( 木材利用推進中央協議会主催 ) は、木材利用の一層の推進を図り
国産材の需要を拡大するため、地域の木材を持続的かつ有効に活用した施設、構造や防耐火面での
木材利用の新たな提案や工夫のある施設、木材の良さが伝わるデザイン等に工夫がみられる施設な
どについて、審査・表彰するものです。
　特に優れた施設には、内閣総理大臣賞等の特賞（13 点程度）と、今回から新たに入賞作品（50
点程度）を選定し、公表します。
　たくさんのご応募をお待ちしています！

木材利用優良施設
コンクール作品募集中！

有明体操競技場
（東京都江東区）

木材利用推進中央協議会 HP：http://www.jcatu.jp/concours/
応募方法：	上記HPより応募様式をダウンロードしてメールでご提出ください。
	 （Word形式又はWordからPDF化した電子ファイルに限る）
提出先メールアドレス：contest-2021-accept@zenmoku.jp
応募期間：６月28日（月）～８月23日（月）
審査費用：無料

  応募について

令和
３年度

令和 2 年度の受賞施設

白鷹町まちづくり複合施設（山形県白鷹町）

mother’s ＋
（北海道白老町）

魚津市立星の杜小学校
（富山県魚津市）

  お問い合わせ
〒100-0014
東京都千代田区永田町2-4-3
木材利用推進中央協議会
担当　肥

ひ ご

後、米
よねもち

望
TEL：03-3580-0335

内閣総理
大臣賞

農林水産
大臣賞

国土交通
大臣賞

環境
大臣賞


